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実施結果

村尾信尚先生（ジャパン･プラットフォーム顧問/ニュースZERO元キャスター）に「行政組織のガバ

ナンス―説明責任と透明性―」というテーマでご講演いただきました。近年、大変問題となっている

行政組織のガバナンスについて、①行政運営の効率性（税金の使い方の問題）、②財政の持続性（税金

の集め方の問題）、③市民による社会選択（望ましいと思う社会の実現方法）の観点から本学学生と

大変白熱した議論が行われました。

はじめに①行政運営の効率性（税金の使い方の問題）については、村尾先生自身が携わった三重県

の行政改革の事例から、「カナダにおける6つのテスト」について紹介がありました。このテストは、

公共事業の必要性について 6 つのテストを通過できたものだけを承認するプログラム評価の手法（カ

ナダの1990年代のクレティエン政権下において財政再建のために利用された改革手法）です。この6

つのテストを市民が見える形で実施することにより、行政組織の透明性を高めることができます。

また、行政組織の実務において行政の効率性を高めることも重要ですが、大きな方向性を決めるこ

とも重要です。②財政の持続性（税金の集め方を含む問題）については、子供や若者にツケを回さな

いためにどのような方向性を目指すべきかの議論が行われました。米国・英国・ドイツ・フランスの

データと比較して、「一般政府純債務残高 / GDP」指標が日本が高いことを示しながら、どのように

財政の持続性を維持していくか、および米国型の「小さな政府」かヨーロッパ型の「大きな政府」のど

ちらを目指すべきかについて議論しました。

さらに、なぜ財政の持続性や地球温暖化といった課題で子供や若者にツケを回すような政策が優先

されるのかといった問題意識から、③市民による社会選択の方法（望ましいと思う社会の実現方法）

について説明されました。私たちには「社会を変える 2 つの券」があり、選挙の際の「投票行動」お

よび消費の際の「消費行動」によって意思を示すことができます。例えば、現政権についておかしい

と思うのなら野党に投票することによってプレッシャーをかけることができます。また、消費におい

てグリーンな商品を購入することにより、企業はグリーンな製品を増やします。

学生もいつもの簿記論の技術的なトピックとは異なり、公共性の高い議論やそのような問題に会計

の考え方を適用することに新鮮さを感じていました。1年生を対象とした授業ですが、真剣に講演を聞

くとともに議論も積極的に行われました。授業後には質問が多く、急遽座談会が開催されて大変充実

した時間を過ごすことができました。




